







その他のタイトル Teaching Domestic Science in Special Needs






































































































































































































































家庭生活と家族の大切さに気イすくことを重視し、 A (1) 
「自分の成長と家族Jの項目を設定している。この項目





























































































































































































































































































nJ したり許1îlli したりして、実際の製作や活)l=J の If]1 で、 ~I~
た課題などが次の製作に生かされるように|担j返する。J
多くの児童が、家庭科，の製作で初めて糸やil-l-を使う
とから、 jリH寺!惑いっぱいで、 1'1'0 に学 Wi に I:~;Q~ む。「
活に役立つ物」の実例を多く提示して、意欲を持たせ
ようにした。 場合によっては、 0)111: ，'，}，を見せて兄
しを持たせて取り組ませた。
C の (3) のイ II~I 的lこ応じた縫いプJを;考えて製{乍し




































































































































































































と考える o r よりよい生活」を I~ 指し「生きる力」を育
んでいくことの先には、おそらく力百円、未来がある。
4.おわりに
子どもたちの「自立」のために、 rI~I 己決定J r自己選
択」のための力と「コミュニケーションjの力を育て
て、臼らの意思を伝える方法を昨立することが重要であ
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